
1

F1551

C+

Klaus�Wenda

(Austria)

HS#3.5

AntiCirce
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D734

C+

Rauf�Aliovsadzade

(USA) 

#2vvv

D735

C+

Kabe�Moen

(USA)

#2

D736

C+
Udo�Marks

(Germany)

#3
b)�Sg4→d7 

D737

C+

Petrašin�Petrašinović

(Serbia)

#3

D738

C+

Leonid�Lyubashevsky
Leonid�Makaronez
(Israel)

#3

D739

C+
Alexander�Shpakovsky
(Russia)

#3

D740

C+

Petrašin�Petrašinović

(Serbia)

#4

D741

C+

Antonio�Tarnawiecki

Steven�Dowd

(Peru,�USA)

#4
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cf. Alexandr�Shpakovsky
SuperProblem�JT-10�2016�1st�Pr

#3
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E253

Rainer�Staudte
Michael�Schlosser

(Germany)

Draw

E254

Vidadi�Zamanov
Vladislav�Tarasiuk

(Azerbaijan,�Ukraine)

Draw

E255 Peter�Krug
(Austria)

Win

E256 Peter�Krug
(Austria)

Win

E257 Peter�Krug
(Austria)

Win

E258 Peter�Krug
(Austria)

Win

E259 Peter�Krug
(Austria)

Win

E260 Peter�Krug
(Austria)

Win

E261 Peter�Krug
(Austria)

Win
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E255-cf

#107 E.indd   9#107 E.indd   9 2024/09/27   9:232024/09/27   9:23



10

#107 E.indd   10#107 E.indd   10 2024/09/27   9:232024/09/27   9:23



11

E258-cf
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E259-cf
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H1499

C+
Evgeny�Gavryliv

(Ukraine)

H#2�2sols

H1500 C+

Jozef�Lozek,�Miroslav�Svitek

Zlatko�Mihailoski

(Slovakia,�Czech,�Macedonia)

H#3.5�2sols

H1501

C+

Aleksandr�Pankratiev

(Russia)

H#4�2sols

H1502

C+

Sébastien�Luce

(France)

H#4�b)Sb4→a3

H1503

C+

Stanislav�Hudák

(Slovakia)

H#4�2sols

H1504

C+
Christopher�J.A.�Jones

(Great�Britain)

H#4.5�b)Pe4→e7

H1505

C+

Vidadi�Zamanov
Rolf�Wiehagen

(Azerbaijan,�Germany)

H#5�2sols

H1506

C+

Aleksandr�Pankratiev

(Russia)

H#8
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H1506-cf Viktoras�Paliulionis
Šachmatija�2015

H#8�2sols
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S322

C+

Steven�Dowd

(USA)

S#10

S323

C+

Steven�Dowd

(USA)

S#11

S324 Aleksandr�Pankratiev

(Russia)

S#17
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F1539

C+
Andreas�Thoma

(Germany)

S#3
b)wPb7→c7�S#5
BlackMaxDister�Pb7(Pc7)�Bg8
Circe

F1540

C+
Andreas�Thoma

(Germany)

S#4
BlackMaxDister�Bg2�Ph7

F1541

HC+
Tadashi�Wakashima
(Japan)

A#17
WhiteUltraSchachZwang
Circe

F1542

C+
Tadashi�Wakashima
(Japan)

W#19
WhiteUltraSchachZwang
Circe

F1543

C+
Pierre�Tritten

(France)

H#2�2�Sols
Anti�Take&Make�type�II

F1545

C+

Mykola�Vasyuchko
Mykhailo�Galma

(Ukraine)

H#3�2�Sol
Pao�d6�Vao�b7

F1537 C+

Jean-Marc�Loustau

(France)

In�memoriam�Denis�Blondel

#3vv

Rose�c7�b1 d8�h7

F1538

C+
Andreas�Thoma

(Germany)

S#2
b)bSa8→a2
BlackMaxDister�Rb4�Sa8(Sa2)
Circe

F1544

C+
Luboš�Kekely

(Slovakia)

H#2.5
b)wKa1
Transmuted�Kings
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F1546

C+
Michal�Dragoun

(Czech�Republic)

H#3�3�sols
Grasshopper�2+3

F1548 C+

Sébastien�Luce

(France)

Un�Caméléon�bien�au�chaud

H#7�2�Sols

Board�4x4�(a1-d4)

PWC

F1552

C+

Mykola�Vasyuchko
Mykhailo�Galma

(Ukraine)

HS#3.5
b)�-wSb4

F1553

C+
Sébastien�Luce

(France)

(*)�HS#4�2�Sols
royal�ContraGrasshopper�f4
ContraGrasshopper�e4
Moose�e3

F1551

C+

Klaus�Wenda

(Austria)

HS#3.5

AntiCirce

F1554

C+
Igor�Kochulov

(Russia)

HS#4.5�2�Sols
Lion�h5�b8
Rook-Lion�f1�a4�h1
Bishop-Lion�c5�a1

F1547

C+
Narayan�Shankar�Ram

(India)

H#4
Grasshopper�with�Einstein�hurdle�f1

F1549 C+

Sébastien�Luce
(France)

Dedicated�to�Tadashi�Wakashima

H#14
Grasshopper�e1
Transmuted�Kings
UltraSchachZwang

F1550

C+

Alexander�Pankratyev
Iury�Gorbatenko

(Russia)

HS#3�2�Sols

F1548 C+

Sébastien�Luce

(France)

Un�Caméléon�bien�au�chaud

H#7�2�Sols

Board�4x4�(a1-d4)

PWC

F1548 C+

Sébastien�Luce

(France)

Un�Caméléon�bien�au�chaud

H#7�2�Sols

Board�4x4�(a1-d4)

PWC
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F1555

C+
Sébastien�Luce

(France)

HS#9
royal�ContraGrasshopper�c1
ContraGrasshopper�d1�g1�f1

F1557

C+
Alberto�Armeni

(Italy)

SD#4�4�Sols
Einstein

F1558

C+
Luboš�Kekely

(Slovakia)

Ser!=12
Grasshopper�a4�c8�d8
Checkless�Chess

F1559

C+

Sébastien�Luce

(France)

SD#51

L16�a4

L00�b3

Point�Reflection

F1560

C+
Alberto�Armeni

(Italy)

SH#6
PWC

F1561

C+
Luboš�Kekely

(Slovakia)

SH=14
Danger�Circe

F1563

C+

Pascale�Piet

(France)

PSS#7

F1556

C+
Bruno�Stucker

(Switzerland)

H=1

Protean�Chess

Series�Capture

F1562

C+

Pascale�Piet

(France)

SS#14
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F1564

C+
Jean-François�Carf
(France)

PSS#7

F1565

C+
Kjell�Widlert

(Sweden)

PSS#9
AntiCirce�Cheylan

F1566

C+

Pascale�Piet

(France)

PSS#10

F1568

C+

Jean�Carf

(France)

PSS#11

F1567

C+

Pascale�Piet

(France)

PSS#11

F1569

C+
Luboš�Kekely

(Slovakia)

PHSS#13
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ExampleA

W#3.5
WhiteUltraSchachZwang
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ExampleB

A#6
WhiteUltraSchachZwang
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F1548-1 F1548-2

#107 F.indd   34#107 F.indd   34 2024/09/26   14:032024/09/26   14:03



35

F1549-cf

Tadashi�Wakashima

The�Problemist�2000�1st�HM

H#25
Ultraschachzwang
Transmuted�Kings
Grasshopper�f3,�f6
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F1532v

C+

Pascale�Piet

(France)

PSS#10

F1530v

C+

Pascale�Piet

(France)

PSS#8

F1535v

C+

Pascale�Piet

(France)

PSS#10
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R381 Andreas�Thoma
(Germany)

-3�&�#1
Proca�Retractor
AntiCirce�Cheylan

R382 Andreas�Thoma
(Germany)

-5�&�S=1
Proca�Retractor
AntiCirce�Cheylan

R383 Dmitrij�Baibikov
(Israel)

-1�&�#1
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U345 　出口信男

金 銀

玉

銀 歩

▲なし　
協力詰　9 手

U348 　小倉杏

龍

玉

角龍

角

▲なし
マドラシ打歩協力詰　7 手

U346 　駒井めい

銀

銀
金

▲なし　
リパブリカン協力詰　1 手
b)=a) の詰上りから受方玉を
除去

U349 　占魚亭 Ｇ

Ｇ

▲銀銀銀銀　
Koko Lortap 協力自玉ステイ
ルメイト　9 手（受先）
Ｇ =Grasshopper 王

U347　駒井めい偶
歩

歩

偶

馬 飛

▲夜６　△なし
協力自玉詰　12 手
偶 =Dummy 王
夜 =Nightrider

U350　出口信男玉

▲飛角
加南協力詰　3 手
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U351 　出口信男

玉

▲金銀　
加北協力詰　3 手

U354　出口信男
と と と と と と と

と 飛 飛 と玉
歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩

▲なし
減北詰　37 手

U352 　出口信男

玉

▲飛銀　
減南協力詰　3 手

U355　島田春瑠
●

歩 玉
●
●

偶
偶

●

偶
偶
偶

歩 玉

▲ＧＧ鬣　△なし
協力自玉詰　44 手
Ｇ =Grasshopper
鬣 =Lion
偶 =Dummy（取捨て）
● = 石

U353 　出口信男

玉

▲飛金　
減北協力詰　3 手

U356　上田吉一

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆金 玉
歩

玉
歩 歩 桂 桂 象

歩

桂

歩

戦

▲香　△香
協力自玉詰　92 手
戦 =Dabbaba
象 =Alfil
◆ =Pyramid
23 歩は取捨駒
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【取捨駒】
取っても持駒にならずに消える駒。

【石（●）】
着手不可・通過不可の領域を表す。跳び
越すことは可能。ホッパー系の駒のジャ
ンプ台にならない。

【Dabbaba（戦）】
(2,0)-Leaper。つまり、縦横２マス先
に跳ぶ駒。

【Alfil（象）】
(2,2)-Leaper。つまり、斜め２マス先
に跳ぶ駒。

【Pyramid（◆）】
着手不可・通過不可の領域を表す。跳び
越すことは可能。ホッパー系の駒のジャ
ンプ台になる。

----------------------------------------

U345（出口信男）

57 銀左、47 玉、48 銀、56 玉、
45 銀、55 玉、66 金、46 玉、
56 金 迄 9 手。

（詰上図）

銀
金

玉

歩

銀

★客寄せ用として投稿いただいていた作
品。横一文字の初形が目を引きます。
★盤上の金銀を動かして詰みの形を探
ります。36 歩が詰みに役立つと踏めば、

「46 玉・45 銀・36 歩」の形を目指せる
かもしれません。6 手目はすぐに 46 玉
とせずに 55 玉とし、76 金を呼び寄せ
ます。
★飛び道具が登場しないシンプルな協力
詰なので、多くの方が気軽に楽しめる作
品だと思います。

U346（駒井めい）

ａ）47 銀引 (+49 玉 ) 迄 1 手。
ｂ）56 銀 (+58 玉 ) 迄 1 手。

（a) 詰上図）

銀
銀

金

玉

(b) 詰上図）

銀

玉

銀
金
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は強い結びつきがありますが、「ｂ）→
ａ）」には弱い結びつきしかありません。
その状況で、「ａ）⇔ｂ）」の相互の関連
を実現するようなａ）図が存在するかど
うかは自明ではなく、本作の創意と言え
る部分だと思います。
★本作の手数は 1 手でした。手数が長
ければ長いほど「ｂ）→ａ）」の結びつ
きは弱くなり、創作の難度は急激に高く
なると予想できます。まずは 3 手で同
様の狙いが実現できないか考えてみたく
なりました。

U347（駒井めい）

83 夜、同馬、39 夜、47 夜、
55 夜、同夜、14 夜、33 夜、
52 夜、同夜、63 夜、同夜 迄 12 手。

（詰上図）偶
歩 夜

馬 夜

夜

歩

偶 夜

飛

▲なし　△夜夜

作者：持駒消費を目的とした合駒動かし。

★双方の玉は Dummy の性能なので一
切動けません。先後協力して攻方の 99
偶を詰ますのが本作の目的です。
★まずは 83 夜、同馬と進めます。自玉
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に 19 飛による逆王手が掛かりますが、
攻方の持駒に夜があるため、合駒が可能
で詰んでいません。
★ 3 手目は 39 夜。これを同飛成として
も、攻方の持駒に夜があるので詰んでい
ません。そうなると受方は先ほどもらっ
た夜で合駒するしかありません。63 夜・
55 夜・47 夜の三択。63 夜とすれば逆
王手ですが、攻方の持駒に夜があるため
やはり詰んでいません。どうやら持駒の
夜をすべて消費しないといけないようで
す。4 手目は 47 夜が正解です。

（途中図）偶
歩

馬

夜
歩

偶 夜

飛

▲夜４　△なし

★ 71 偶から最も離れた位置に合駒する
ことで、「55 夜、同夜、63 夜、同夜」
という順で 2 枚の夜を消費できるよう
にしています。しかしこの 4 手で 2 枚
の夜を捨てたとしても、攻方の駒台には
夜がまだ 2 枚残ります。
★そこで、55 夜、同夜で受方に夜を 1
枚渡してから 14 夜と打ちます。もう 1
つのラインを使って夜を消費しようと
してます。33 夜の合駒に 52 夜、同夜、
63 夜、同夜とすれば、持駒を使い切っ
て無事詰みとなります。

★より多くの持駒を消費するために合駒
の打点が限定され、持駒をその合駒に取
らせます。フェアリーらしい意味付けの
合駒動かしです。本作は 2 本のライン
で合駒を動かしており、質の高さを感じ
ます。
★複数のラインで複数の合駒を動かそう
とすると手順前後が問題になりますが、
本作は自然な理屈で手順を限定してい
ます。具体的には、5 手目 55 夜に代え
て 14 夜は受方に持駒がないため合駒で
きず失敗ですし、7 手目 14 夜に代えて
63 夜は同夜が逆王手なので 14 夜が指
せずに失敗です。

U348（小倉杏）

79 角、88 歩、同角、96 玉、
85 龍、87 龍、86 歩 迄 7 手。

（詰上図）

龍玉

歩龍

角
角

作者：マドラシを使った、「玉の腹への
打歩詰」。

★飛角図式の整った初形。打歩ルールで
すが、持駒に歩がないので受方に歩合を
させてその歩を取る必要があります。
★まずは 79 角、88 歩、同角として歩
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を入手します。
★ 96 玉と引き、85 龍の王手に 87 龍と
引いて受けます。双方の龍が利きを失っ
ています。

（途中図）

龍玉
龍

角
角

▲歩

★最終手は上図で龍の利きを断ち切る
86 歩。85 龍が利きを取り戻して王手に
なっています。受方 87 龍の利きも元に
戻っています。87 龍を動かして再度 85
龍に利かせることができれば王手を外せ
ますが、87 龍は 69 角にピンされてい
るため王手を外せません。
★「玉の腹への打歩詰」を軸にして飛角
図式にまとめた作品でした。
★本作の最終手は委託王手（着手した駒
以外の駒で王手すること）です。普通詰
将棋の場合、委託王手は開王手に限られ
ますが、フェアリーでは様々な委託王手
が存在します。普段は玉頭に叩かれてば
かりの歩が玉の真横に打たれて玉を詰ま
すというのは愉快ですね。

U349（占魚亭）

89 角、22 銀、33 Ｇ、34 銀、

同角成、24 銀、同馬、34 銀、
同馬 迄 9 手。

（終了図）

銀Ｇ
馬

Ｇ

作者：Lortap のみで銀４枚捨てきりた
かったのですが余詰が消せず、Koko を
加えて制御する方向にシフトしました。
予定通りの手順とはいきませんでしたが
受方Ｇ王の移動が入り、許容範囲ギリギ
リの形で纏めることが出来たと思いま
す。

★双裸玉。隅に互いのＧ王が位置してい
ます。目的は攻方をステイルメイトにす
ることなので、持駒の銀 4 枚は少なく
とも盤上に打たないといけません。本作
には Koko と Lortap というフェアリー
条件が付いています。いずれも合法な着
手を減らすルールなので、攻方のステイ
ルメイトに役立ちそうです。
★受先なのでまず受方が指します。初手
は 89 角。Koko のため、駒を打てる地
点が限られていることに注意しましょ
う。Ｇは利きが少ないため、Ｇが駒を取
るのはなかなか大変です。攻方持駒の銀
を取るために 89 角を使おうとしていま
す。
★ 89 角に対して攻方は 22 銀と打ち、
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33 Ｇと跳ねます。下図では 22 銀に 99
Ｇが利いています。よって、Lortap の
ため 22 銀は 33 Ｇを取れません。

（途中図）

銀Ｇ

Ｇ

角

▲銀銀銀

★上図を観察すると、22 銀は一切動け
ないことが分かります。99 Ｇは現状 79
に動けますが、89 角がいなくなれば利
きを失います。34 銀から持駒の銀 3 枚
を捨てればステイルメイト達成です。
34 銀、同角成に 44 銀は同馬が自殺手
なので、24 銀、同馬、34 銀、同馬とい
う手順に限定されています。
★初手は 89 角としましたが、他の手段
がないか確認してみましょう。例えば
98 角は、22 銀、33 Ｇの局面で、角で
取り返せるような銀打の王手がありませ
ん。初手 12 角は、22 銀、33 Ｇ、34 銀、
同角の局面で銀を捨てることができず失
敗。初手 12 桂もうまくいきません。
★双裸Ｇ王の究極的な初形。うまく限定
された初手が印象的な作品でした。

U350（出口信男）

42 角、41 玉、43 飛 迄 3 手。

（詰上図） 玉

角
飛

★本作のルールは加南協力詰。加南は安
南の変種で、上の駒の利きが「上の駒＋
下の駒」になります。
★初手 42 角に 41 玉と寄り、43 飛と打
てば詰みとなります。42 角の利きが「角
＋飛」、つまり Queen と同じ利きになっ
ています。
★裸玉の 3 手詰ということで、ルール
の理解にもってこいの作品でした。

U351（出口信男）

48 銀、49 玉、47 金 迄 3 手。

（詰上図）

金
銀玉

★本作のルールは加北協力詰。加北は安
北の変種で、下の駒の利きが「下の駒＋
上の駒」になります。
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★初手 48 銀に 49 玉と寄り、47 金と打
てば詰みとなります。48 銀の利きが「銀
＋金」、つまり玉と同じ利きになってい
ます。
★ U350 と好対照をなす作品でした。

U352（出口信男）

51 飛、52 銀、54 銀 迄 3 手。

（詰上図）
飛銀

玉

銀

★本作のルールは減南協力詰。減南は安
南の変種で、上の駒の利きが「上の駒－
下の駒」になります。
★初手は 51 飛と打ち、52 銀合とすれ
ば、53 玉の利きが「玉－銀」になります。
つまり、53 玉は現在 43 と 63 にしか動
けません。54 銀と打てば詰みとなりま
す。
★性能変化系のルールでは玉を弱くする
手段が強力です。本作は合駒を考える必
要があるので、U350、U351 に比べて
少し骨があったと思います。

U353（出口信男）

59 飛、58 金、56 金 迄 3 手。

（詰上図）

金玉
金

飛

★本作のルールは減北協力詰。減北は安
北の変種で、下の駒の利きが「下の駒－
上の駒」になります。
★初手は 59 飛と打ち、58 金合とすれ
ば、57 玉の利きが「玉－金」になります。
つまり、57 玉は現在 46 と 66 にしか動
けません。56 金と打てば詰みとなりま
す。
★ U352 は持駒が飛銀で、銀合が登場
しました。一方本作は、持駒が飛金で金
合が登場します。U352 と U353 が綺麗
に対をなしています。

U354（出口信男）

42 飛成Ⓐ、43 玉㋑、53 龍、同玉、
62 飛成Ⓑ、63 玉㋺、73 龍、同玉、
72 と引、63 玉、62 と引、53 玉、
52 と引、43 玉、42 と引、33 玉、
32 と引、23 玉、22 と引、13 玉、
21 と寄、23 玉㋩、31 と寄、33 玉、
41 と寄、43 玉、51 と寄、53 玉、
61 と寄、63 玉、71 と寄、73 玉、
81 と寄、83 玉、91 と、93 玉、
92 と引 迄 37 手詰。
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（詰上図）

と と と と と と と と と玉
歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩

㋑ 63 玉は 62 と、73 玉、72 と引迄。
㋺ 43 玉は 42 と、33 玉、53 龍、43 合、
同と、23 玉、33 と、13 玉、23 と迄。
㋩ 12 玉は 11 と、13 玉、12 と引迄。
Ⓐ 52 とは 63 玉、51 と左、53 玉、61
と右、63 玉以下逃れ。
Ⓑ 52 とは 43 玉、42 と引、33 玉、41 と、
32 玉、31 と左、23 玉、22 と、同玉以
下逃れ。

★本作は減北詰。受方はできるだけ詰ま
ないように抵抗します。
★盤上に 2 枚の飛車がありますが、真
上にと金があるので「飛－と」の利きに
なっています。例えば 32 飛は現状 52
にしか動けません。62 飛は 42 にしか
動けません。
★というわけで、初手で可能な王手は
42 飛成と 52 としかありません。正解
は 42 飛成で、43 玉に 53 龍と直ちに
龍を捨てます。同玉で、初形から 62 飛
が消えた局面になりました。62 飛は邪
魔駒だったわけです。62 飛成、63 玉、
73 龍、同玉でもう 1 枚の飛車も捨てて
しまいます。

（途中図１）
と と と と と と と

と と玉
歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩

▲なし

★上図から 72 と引、63 玉、62 と引、
53 玉……のように 1 筋まで追って下図
に至ります。

（途中図２）
と

と と と と と と と と玉
歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩

▲なし

★上図で12とは一切利きを持ちません。
21 と寄とすれば 12 との利きが元に戻
るので王手になります。代わりに 22 と
が利きを失ったので、受方は 23 玉と逃
げることができます。31 と寄、33 玉、
41 と寄、43 玉……と繰り返し、最後
は 81 と 寄、83 玉、91 と、93 玉、92
と引で詰みとなります。9 筋に追うと詰
むのは 92 とが無いからです。もし途中
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図１で 12 とが無ければ、1 筋に追って
13 玉、12 と引で詰んでいました。
★ 4 手 1 組の手順を 2 回行って 2 枚の
飛車を捨てる軽快な序と、と金を使った
玉の 1 往復からなる作品。特に復路（1
筋→ 9 筋）は安北系特有の手順で面白
いと思います。復路に使われた 11 とが
最後 92 へ収まって詰みを迎えるのは無
駄がなく気持ちがいいですね。

U355（島田春瑠）

31 Ｇ、22 歩、33 Ｇ、23 歩、
22 鬣、21 玉、24 鬣、11 玉、
22 鬣、21 玉、25 鬣、12 玉、
34 Ｇ、24 歩、23 鬣、22 玉、
26 鬣、13 玉、35 Ｇ、25 歩、
24 鬣、23 玉、27 鬣、14 玉、
36 Ｇ、26 歩、25 鬣、24 玉、
28 鬣、15 玉、37 Ｇ、27 歩成、
26 鬣、25 玉、28 鬣、16 玉、
38 Ｇ、26 と、36 Ｇ、17 玉、
35 Ｇ、27 と、37 Ｇ、18 と 迄 44 手。

（詰上図）
●

●
●

● Ｇ
Ｇ

玉

鬣

と

歩 玉

作者：2 枚のＧと鬣を使用した趣向手順
です。4 筋の石は隙間なく 9 個置くと分
かりやすいと思いますが、必要最小限の

配置にしました。

★協力自玉詰なので、攻方 19 玉を詰ま
すのが目的です。受方に持駒はありませ
ん。21 歩と 11 玉を 19 玉の近くまで移
動させて詰まします。
★まずは 31 Ｇと打ち、22 歩と突いて
王手を外します。2 枚目のＧを 33 Ｇと
打ち、さらに 23 歩と突きます。
★ここからの手順が少し難しいのです
が、22 鬣と打ち（33 Ｇによる王手）、
21 玉に 24 鬣とします。

（途中図１）
● Ｇ

玉

● Ｇ

歩

● 鬣偶
●

偶
偶
偶

歩 玉

▲なし　△なし

★上図で 11 玉と戻る手に 22 鬣と入り
ます。21 玉に 25 鬣でもう 1 枚偶を取っ
てから 12 玉とします。34 Ｇ、24 歩で
次図に至ります。
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（途中図２）
● 玉

● Ｇ
● Ｇ

歩

鬣
●

偶
偶
偶

歩 玉

▲なし　△なし

★もし途中図１で 12 玉として 34 Ｇ、
24 歩としていたら、鬣を取られるので
手が続かなくなります。23 歩が鬣を取
らないように、25 鬣の配置にしてから
12 玉、34 Ｇ、24 歩と進める必要があ
りました。
★途中図２からは規則的な繰り返し手順
です。23 鬣、22 玉、26 鬣、13 玉、35 Ｇ、
25 歩の 6 手で 2 枚のＧ、鬣、受方歩、
玉の配置が 1 段下がりました。この 6
手の手順をあと 2 回行って下図に至り
ます。

（途中図３）
●

●
● 玉

● Ｇ
Ｇ

と

鬣
歩 玉

▲なし　△なし
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83 香成、同金、94 香、同金 迄 92 手。

（詰上図）

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆玉

歩金

玉
歩 歩 桂 桂 象

歩

桂

歩

戦

★協力自玉詰なので、攻方 95 玉を詰ま
すのが目的です。もし攻方の持駒に例え
ば銀があれば 94 銀、同金の 2 手で詰み
ですが、実際は駒台に香しかありません。
6 段目に攻方の桂、象、戦が並んでいま
すが、いずれも王手を掛けながら跳ねる
ことは起こり得ません。持駒の香だけで
仕事をする必要があります。
★ 85 香と打ち、84 香合、同香、73 玉、
83 香成、同金と進めることができます

（下図）。

（途中図１）

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆金 玉

歩

玉
歩 歩 桂 桂 象

歩

桂

歩

戦

▲香　△香

★受方の玉と金が右に 1 筋ずれました。

この 6 手 1 組の手順は 75 香、74 香合
……というように繰り返すことができま
す。詰ます対象の 95 玉から受方玉と金
が離れていくばかりですが、ひとまず行
けるところまで進めてみましょう。6 手
1 組の手順を計 7 回繰り返し、13 玉・
23 金の形になりました。

（途中図２）

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆金 玉

玉
歩 歩 桂 桂 象

歩

桂

歩

戦

▲香　△香

★上図でも攻方は香を打つしかありませ
ん。15 香、14 香合、同香、22 玉、13
香成、同金と進めます。さらに 25 香、
24 香合、同香、33 玉、23 香成、同金
とすれば、玉と金の位置が入れ替わりま
した。

（途中図３）

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆玉 金

玉
歩 歩 桂 桂 象

歩

桂

歩

戦

▲香　△香
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